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地
域
は
小
さ
な
農
家
の
つ
な
が
り

農
政
部
会
部
会
長
　
森
井
　
脩

農
地
部
会
部
会
長
　
川
見
　
茂

　

私
た
ち
農
地
部
会
は
、
農
地

を
守
る
立
場
で
、
農
地
法
に
基

づ
く
農
地
の
権
利
移
動
等
の
許

可
、
農
地
の
転
用
の
県
知
事
へ

の
意
見
具
申
の
決
定
、
利
用
権

設
定
や
農
振
計
画
に
係
る
農
用
地
利
用
計
画
の
変
更
に
対

す
る
意
見
の
決
定
な
ど
、
年
間
三
〇
〇
件
に
の
ぼ
る
案
件

を
審
議
し
議
決
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
三
年
間
、
こ
れ
ら
の
審
議
を
通
し
て
、
農
地
の
集

約
に
資
す
る
権
利
移
動
が
あ
る
中
、
後
継
者
不
在
の
た
め

止
む
を
得
ず
農
地
を
売
却
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
、
又

は
、
我
が
集
落
の
農
地
を
守
る
た
め
購
入
す
る
こ
と
と

な
っ
た
事
例
、
或
い
は
、
農
地
と
し
て
の
維
持
が
困
難
に

な
る
な
ど
の
理
由
か
ら
太
陽
光
発
電
施
設
へ
の
転
用
な
ど
、

農
村
が
抱
え
る
問
題
を
反
映
し
た
事
案
が
多
く
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

農
地
部
会
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

法
の
遵
守
を
前
提
に
、
現
地
調
査
等
に
よ
る
現
状
確
認
の

上
、
地
域
の
立
場
に
立
っ
た
審
議
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、こ
の
度
の
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、農
地

の
担
い
手
へ
の
集
積
・
集
約
や
遊
休
農
地
の
発
生
防
止
・
解

消
な
ど
が
益
々
重
要
な
業
務
と
位
置
付
け
ら
れ
、こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
の
皆
様
の
意
見
を
お
聞
き
し
、
地
域
の
現
状

を
し
っ
か
り
把
握
し
、
農
業
と
農
村
が
持
続
可
能
で
あ
る

た
め
に
活
動
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
に
は
、
農
業
委
員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

に
よ
る
新
体
制
と
な
り
、
益
々
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適

化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

最
後
に
、
地
域
の
皆
様
と
共
に
活
動
し
た
委
員
の
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
し
、
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

農
地
の
集
積
で
経

営
規
模
の
拡
大
、
企

業
の
農
業
参
入
促
進
、

輸
出
拡
大
、
規
制
緩

和
な
ど
で
“
強
い
農

業
・
攻
め
の
農
業
”
を
目
指
す
こ
と
が
グ
ロ
ー

バ
リ
ズ
ム
の
下
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
な
く
、
家
族
経
営
の
小
規
模
農
家
が

支
え
て
い
る
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
農
業
の
姿

を
求
め
る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
大
規

模
農
家
だ
け
で
は
地
域
農
村
の
農
地
や
環
境
を

守
り
続
け
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
地
域
は
多
く

の
農
家
が
い
て
、
つ
な
が
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ

の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

農
政
部
会
で
は
、
今
日
の
地
域
農
業
の
抱
え

て
い
る
諸
課
題
に
つ
い
て
、
土
地
を
知
り
、
人

を
知
る
農
業
委
員
と
し
て
、
部
会
内
で
の
議
論

を
深
め
る
と
共
に
関
係
す
る
諸
団
体
・
農
業
者

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
高
齢
化
・
後
継
者
不

足
問
題
、
有
害
鳥
獣
対
策
、
環
境
創
造
型
農
業

の
推
進
と
地
産
地
消
の
拡
大
な
ど
に
つ
い
て
、

小
委
員
会
を
設
け
て
活
動
を
展
開
し
、
そ
の
成

果
を
建
議
に
盛
り
込
み
豊
岡
市
の
農
政
に
反
映

さ
せ
て
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
豊
岡
市
農
業
委

員
会
独
自
の
活
動
は
高
い
評
価
を
得
て
き
て
い

ま
す
。

　

こ
の
三
年
間
、
様
々
な
困
難
の
中
で
前
向
き

に
取
り
組
ん
で
い
る
農
家
の
人
た
ち
か
ら
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
に
感

謝
し
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

会
長
と
い
う
大
役
を
受
け
て
か
ら

早
や
三
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

当
初
か
ら
、
日
本
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
に
対
応
す
べ
く
、
農

業
委
員
会
の
あ
り
方
が
議
論
さ
れ
始
め
、
独
立
行
政
機
関
と
し

て
現
状
認
識
を
し
っ
か
り
と
し
、
組
織
理
念
で
あ
る「
か
け
が

え
の
な
い
農
地
と
担
い
手
を
守
り
、力
強
い
農
業
を
つ
く
る
“
か

け
橋
”」
と
な
る
こ
と
を
合
言
葉
に
、
農
地
を
守
る
許
認
可
や

政
策
要
求
、
地
域
農
業
の
活
性
化
が
振
興
さ
れ
る
よ
う
行
政
当

局
と
関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
お
互
い
が
協
力
し
責
任

を
果
た
す
べ
く
、
委
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
が
本
格
化
す
る
中
、
農
産
物
重
要
品
目

の
聖
域
確
保
の
た
め
の
活
動
、
自
給
率
向
上
に
向
け
た
新
農
政

施
策
「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
へ
の
積
極
的
な
取
組
み
、
担
い
手

支
援
対
策
と
し
て
意
見
交
換
会
や
出
前
就
農
相
談
会
の
開
催
、

遊
休
農
地
解
消
に
向
け
た
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
や
話
合
い
に
よ
る

解
決
、
食
農
教
育
や
地
産
地
消
の
推
進
等
、
現
体
制
で
で
き
る

限
り
の
活
動
に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
き
た
三
年
間
で
し
た
。

　

戦
後
65
年
続
い
た
農
業
委
員
会
法
の
改
正
に
よ
り
、
委
員
公

選
制
の
廃
止
・
定
数
削
減
等
が
行
わ
れ
、本
市
で
は
４
月
21
日
か

ら
新
体
制
が
発
足
し
ま
す
。農
業
・
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
の
変

化
を
考
慮
す
れ
ば
、
改
革
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
と
理
解
を

す
る
一
方
、
こ
れ
で
良
い
方
向
な
の
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　

新
た
な
制
度
の
下
で
ス
タ
ー
ト
す
る
農
業
委
員
・
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
と
の
相
互
協
力
の
中
で
、
豊
岡
市
の
農
地
が

守
ら
れ
、
農
業
者
の
皆
さ
ん
が
よ
り
発
展
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
祈
念
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
委
員
会
活
動
へ
の
ご
協
力

ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
さ
ん
に
お
礼
を
申
し
上
げ
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

豊
岡
市
の
農
業
の
発
展
に
向
け
て

豊
岡
市
農
業
委
員
会
　
会
長
　
平
田
敏
通

　　農業委員会活動　３年間を振り返って　　農業委員会活動　３年間を振り返って

農
地
利
用
の
最
適
化
に
期
待
す
る
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地
産
地
消
と
食
農
教
育
の
推
進
委
員
会

（
委
員
長
　
中
山
　
優
）

担
い
手
育
成
支
援
推
進
委
員
会

（
委
員
長
　
永
井
辰
正
）

獣
害
対
策
検
討
委
員
会

（
副
委
員
長
　
加
藤
　
宥
）

　

本
委
員
会
で
は
、
①
地
場
産
農
作

物
の
学
校
給
食
等
へ
の
利
用
促
進
②

地
産
地
消
と
食
農
教
育
の
推
進
③
環

境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推
進
を
柱
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

地
場
産
農
産
物
の
学
校
給
食
使
用
率
を
高
め
る
こ
と
、

幼
い
こ
ろ
か
ら
農
業
体
験
が
で
き
る
よ
う
な
配
慮
、「
コ

ウ
ノ
ト
リ
育
む
農
法
」
の
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
支
援
体

制
強
化
等
を
建
議
し
ま
し
た
。

　

実
践
活
動
で
は
、
直
売
所
連
絡
協
議
会
と
の
意
見
交
換

会
、
三
年
間
に
わ
た
り
港
認
定
こ
ど
も
園
で
ダ
イ
コ
ン
や

サ
ツ
マ
イ
モ
を
畑
作
り
か
ら
収
穫
、
調
理
し
て
食
す
る
と

こ
ろ
ま
で
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
体
験
し
ま
し
た
。小
坂
小

学
校
で
は
、
児
童
自
作
の
大
豆
で
味
噌
作
り
も
し
ま
し
た
。

　

六
次
産
業
化
に
つ
な
が
れ
ば
と
、
地
場
産
の
材
料
で
巻

き
ず
し
を
作
り
爆
発
的
な
人
気
を
誇
る
多
可
郡
「
マ
イ
ス

タ
ー
工
房
八
千
代
」
の
ほ
か
、
小
野
市
、
富
山
市
で
も
研

修
し
、「
農
委
だ
よ
り
」
等
で
内
容
紹
介
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま
の
「
あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ
ス
ク
ー
ル
」

事
業
に
参
加
。
本
年
度
は
「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
農
法
」
で
の
ポ
ッ
ト
成
苗
の
田
植
え

等
現
地
研
修
や
、
伝
統
野
菜
・
特

産
農
産
物
の
発
掘
・
紹
介
の
一
環

と
し
て
「
八
代
オ
ク
ラ
」
を
栽
培
、

種
を
採
取
し
栽
培
希
望
者
に
お
渡

し
も
し
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
で
き
る
こ
と
は
あ
り

そ
う
で
す
。
次
期
農
業
委
員
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
と
共
に

地
域
の
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
26
年
8
月
、「
雇
用
就
農
の

課
題
と
展
望
に
つ
い
て
」
意
見
交
換

会
を
開
催
、
中
谷
農
事
組
合
、
グ
リ

ー
ン
い
ず
し
、（
有
）あ
し
た
で
働
い

て
い
る
若
い
就
農
者
た
ち
の
現
状
や
夢
を
聴
か
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
目
標
に
向
か
っ
て
就
農
さ
れ
て
い
る
若
者

た
ち
の
心
意
気
に
敬
意
と
感
動
を
覚
え
る
と
共
に
、
本
委

員
会
で
も
応
援
し
た
い
と
、
以
後
毎
年
度
就
農
者
達
と
の

意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
の
意
見
・
要
望

は
、
建
議
と
し
て
市
長
へ
提
出
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
農
業
に
魅
力
が
な
い
と
い
う
感
覚
…
天
候

に
左
右
さ
れ
、
冬
場
の
雪
に
よ
る
被
害
、
農
業
だ
け
で
は

生
活
で
き
な
い
、
配
偶
者
に
恵
ま
れ
に
く
い
な
ど
、
現
実

に
厳
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。
兼
業
農
家
も
高
齢
者
も
多
い

豊
岡
市
で
は
、
な
お
さ
ら
田
畑
は
大
切
な
財
産
で
、
農
地

集
積
化
の
大
き
な
妨
げ
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
市
全
体
が
農
業
を
重
視
し
、
地
産
地
消
、
安
心
・

安
全
な
農
産
物
栽
培
に
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、若
い
担
い
手
の
確
保
・

育
成
は
欠
か
せ
な
ま
せ
ん
。

　

安
心
し
て
就
農
で
き
る
た
め
に
は
、

法
人
の
起
ち
上
げ
・
機
械
整
備
・
圃

場
確
保
・
制
度
紹
介
等
へ
惜
し
み
な

い
援
助
が
必
要
で
す
。

　

今
後
と
も
、
ベ
テ
ラ
ン
・
新
た
な

担
い
手
の
皆
様
か
ら
の
ご
指
導
や
ご

意
見
を
賜
わ
り
、
四
月
か
ら
の
新
体

制
の
農
業
委
員
会
が
、
今
期
以
上
に

農
業
者
と
心
を
同
じ
く
し
て
市
の
農

業
施
策
に
寄
与
し
、
そ
の
責
任
の
一

端
を
担
う
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

本
委
員
会
で
は
『
農
家
の
皆
様
と

行
政
と
の
橋
渡
し
役
』
と
自
覚
し
て

活
動
し
ま
し
た
。
平
成
26
年
度
に
但

東
（
矢
根
）
地
区
、
27
年
度
に
日
高

（
西
気
・
清
滝
）
地
区
及
び
市
有
害
鳥
獣
捕
獲
班
の
方
々
と
、

ま
た
、
28
年
度
は
港
地
区
全
域
の
関
係
者
と
意
見
交
換
会

を
行
い
ま
し
た
。

　

日
高
地
区
と
港
地

区
で
の
意
見
交
換
会

に
は
、
市
担
当
者
や

鳥
獣
対
策
員
の
岡
居

さ
ん
に
も
出
席
い
た

だ
き
、
補
助
制
度
の

説
明
、
獣
害
の
現
状

や
対
策
・
捕
獲
班
の

活
動
状
況
・
被
害
防

止
の
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
活
動
か
ら
、

捕
獲
班
員
の
増
強
、

捕
獲
出
動
回
数
の
増
加
、
継
続
的
な
駆
除
体
制
、
各
地
区

設
置
の
捕
獲
檻
の
通
年
使
用
、
防
止
柵
等
の
設
置
や
補
修

の
補
助
拡
充
、
ク
マ
対
策
等
に
つ
い
て
建
議
を
し
ま
し
た
。

　

当
局
の
ご
理
解
に
よ
り
、
鳥
獣
対
策
員
の
増
員
、
ワ
ナ

捕
獲
専
任
班
の
創
設
、
各
地
区
設
置
の
捕
獲
檻
の
通
年
使

用
等
が
実
現
し
、『
橋
渡
し
役
』
と
し
て
一
定
の
役
割
は

果
た
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

次
期
農
業
委
員
は
数
が
半
減
し
、
獣
害
対
策
へ
の
取
組

み
が
低
下
す
る
の
で
は
と
懸
念
し
ま
す
が
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豊岡市には、昔から農家や地域で大切に守られてきた多くの伝統農産物や特産
農産物等があります。豊岡市農業委員会では委員が聞き取りなどで、これらを掘
り起こすことにより、消費者の皆さんに知ってもらい地域農業の振興に役立て
たいと考えました。

◆伝統農産物とは、その地域に古くからある特異性のある農産物で、自家採種等でその形態を保存し、
　地名等がつき生産地を表しているもの。
◆特産農産物とは、地域にとって重要な農産物であって、ある程度まとまった面積があり、
　経済的に成り立つよう改良しながら生産されているもの。
　として整理しました。

シルクコーン・シルクナス・椎茸・山
うど・ツタンカーメンえんどう・赤花
そば・保谷の赤ズイキ・バラジャム・（ど
ぶろく）

豊岡市伝統農産物・特産農産物等の掘り起こしについて
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きばっとんなる人らぁ○35 このコーナーでは、
地域で頑張る農家のみなさんを紹介します。

愛する牛とまっすぐ生きていく
ファーム道 E・KTR 牧場主 谷山　道洋さん（38歳）

来日岳の麓で、本気で一緒に生産しませんか
城崎街道農林水産物直売所「旬」代表　谷垣　和宏さん（64歳）

　非農家出身の谷山さんは、出石街道をトラックで
走っていた30歳の頃、楽しそうに飛び跳ねる子牛
たちが目に飛び込んできました。「自分の進む道は
これだ！」と、トラックのドアを開けて飼主の家に
飛び込まれました。「明日から牛の世話を手伝わせ
てください」…これが事

4

の始まりでした。
　しばらくして繁殖牛を飼いたくて農業改良普及
センターを訪ねたところ、大規模農家を紹介され、
従業員として、また夜にはバイトをしながら働かれ
たそうです。
　更なる勉強がしたいと思い、従業員をやめて愛知
へ飛び、牛のヒヅメを切る「削蹄師」として認めら
れる技術を取得されてこられました。
　帰豊後、「自分の手で繁殖牛を育てたい」との変
わらぬ気持ちと体験を持って再度普及センターを
訪ねると、現在の牛舎の紹介や各種農業制度等の説
明も、詳しくしていただいた、と感謝の思いを話し
てくださいました。
　豊岡市・JAたじま・近隣農家の応援をいただき、現
在は11頭の繁殖牛を飼育されておられます。当初
反対していた妻の悦子さんは、「信じている主人を妻と
して助けたい」と、自らも勤めをやめることを決断。
市の「豊岡農業スクール」を活用し畜産の世界に飛
び込まれました。
　「牛に手を掛ければ掛けるほど牛との信頼感が強
くなりますね。皆、愛

いと

しいんです。息子たちが遊びに
来たら一目散に牛のブラッシングに行くんですよ」
　好きな言葉は？と道洋さんに尋ねると、「『まっす
ぐ！』です。」と。共通の目的をもって歩まれ始め
たご夫婦。何が来ようと『まっすぐ』に立ち向かわ
れ、きっとお二人で乗り越えていかれるんだろう
な、と確信させていただきました。（中山優委員）

　「『笑顔で売っとんなるなぁ！』、『店の良い雰囲気
が伝わるわぁ』と、生産も販売もしている会員は、
お客様から声をかけられるくらいになってきまし
た」と谷垣代表。
　青年が集

つど

わず婦人会もなくなり、集会施設もな
く、地域の活力低下を痛いほど感じておられた谷垣
代表は、みんながもう一度集い、どんなことでも語
り合える拠点がほしいとの積年の思いを、地域の仲
間達と、城崎に向かう県道沿いのコンビニ横に、昨
年の夏「生産者の顔が見える直売所『旬』」に託さ
れ開業されました。　
　新鮮・安全・安心をモットーに、現会員10名が
生産・収穫されたものを持ち寄り、売値も自分が納
得する安い価格をつけ自分たちで売る。その日の売
上げは、現金でもらう。作り方の情報交換を惜しみ
なくする。谷垣代表自家製の防虫耐病用の「もみ酢」
が仲間に広がりつつある。販売品は人気のキュウ
リ・白菜から、山菜・シイタケ・柿・桃・ぶどうに
淡水魚のホンモロコ…。　
　会員たちの夢は絶えません。特に「仲間を増やし
たい。城崎の地域で一緒に農業などをしてくださる
方があれば、シイタケ・桃等の栽培、住宅の斡旋も
含め、定住化も促進したい」と。
　また、「『旬』独自のものを生産販売したい。生産
物を大消費地城崎の旅館で使ってもらえるまでに
なりたい」とも。
　昨年の11月、突風で飛ばされてしまった店舗は4
月までには再建し、地主並びに隣接の好理解者のコ
ンビニにも協力を得て再開される予定です。
　趣味の卓球・登山等で味わってこられた人間同士
のぬくもり。元気なコミュニティを必ずやもう一
度！と願われる代表の、エネルギーと熱い思いが伝
わってきました。（永井辰正委員）

愛する牛と。谷山道洋さん

夢を語り合える仲間と一緒に。谷垣和宏さん（前列左）
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情報ひろば

　平成28年1月から12月までに締結（公告）された賃貸借（借賃が有料のもの）における賃借料水準（10ａ当たり）
は、以下のとおりです。　平成29年２月1日� 豊岡市農業委員会　
■田（水稲）
締結（公告）
された地域名 平均額（円） 最高額（円） 最低額（円） 筆　数

（借賃が有料のもの）
使用貸借筆数

（借賃が無料のもの）
豊岡地域（旧豊岡市） 10,900 19,800 5,300 54 94
城崎地域（旧城崎町） － － － － －
竹野地域（旧竹野町） 6,900 10,000 6,600 10 21
日高地域（旧日高町） 6,200 10,000 2,000 113 41
出石地域（旧出石町） 6,700 11,000 3,000 100 26
但東地域（旧但東町） 5,000 6,600 2,000 24 41
（参考）豊岡市全域平均 7,100 301 223
　【この表の見方】
１　筆数は、賃貸借が設定されたもののうち、借賃が有料のものの筆数です。ただし、特殊な取引と推測されるもの（著

しく高い場合や低い場合）は筆数から除いています。
２　借賃を現物で定めている場合は、60kg当たり13,200円で換算しています。
３　平均額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
４　参考のために使用貸借（借賃が無料のもの）の筆数もお知らせします。
５　前回に続き、城崎地域では事例が少ないため表記していません。また、畑については事例が少ないため算出していません。
６　この水準は、あくまでも情報提供ですので、土地の広さ、形状、水利等の条件に応じて、貸し手と借り手の双方で十

分協議してお定めください。

農地の賃借料情報

農地売買情報
　農業委員会では、農地の利用集積を進めるため、農地
の出し手や受け手の掘り起こし活動を行っています。
　購入を希望される方は農業委員会事務局（℡21-
9021）へお問合せください。
○売買情報

農地の所在 地目 現況 面積（㎡）希望売買価格
出石町室埴弘原松ノ下581 田 畑 1,100 応相談

安心で豊かな老後を！
� 奥様も単独で入れます！
　国民年金の支給額は月額最高6万5千円、夫婦お二人で約13万円です。一方、高齢農家の家計費は夫婦お
二人で23万8千円が必要となるデータがあります。➡月額約10万円不足！
国民年金の不足分をしっかりカバーします！

　　　　　　　　　　　　　65歳〜87歳の年金額（夫婦）� 88歳〜92歳の年金額（妻のみ）〔例示〕

［ケース１］
農業者年金に
夫のみ加入

国民年金　夫 月額6万5千円　妻  月額6万5千円
　　　　　計 月額13万円
農業者年金　夫 月額4万3千円

国民年金　妻 月額6万5千円

農業者年金　なし
合計：月額17万3千円 合計：月額6万5千円

［ケース２］
農業者年金に
夫婦で加入

国民年金　夫 月額6万5千円　妻  月額6万5千円
　　　　　計 月額13万円
農業者年金　夫 月額4万3千円　妻 月額3万7千円
　　　　　計 月額8万円

国民年金　妻 月額6万5千円

農業者年金　妻 月額3万7千円

合計：月額21万円 合計：月額10万2千円
◆加入・申込は近くのJAたじま窓口、もしくは農業委員会事務局へ� ●農業者年金基金HPより

女性に優しい！
農業者年金で
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る
除
草
、
秋
の
稲
刈
り
、
耕
運
、

冬
期
湛
水
の
代
掻
き
時
等
に
、
コ
ウ
ノ

ト
リ
の
つ
が
い
が
ト
ラ
ク
タ
ー
の
後
ろ

に
つ
い
て
餌
を
と
っ
て
い
ま
す
。

◇
ま
た
、
冬
期
湛
水
で
圃
場
が
湖
の
よ

う
に
な
る
と
、
白
鳥
の
群
れ
が
越
冬
し

ま
す
。

◇
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
自
然
と
農
業
を
、

守
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

�

　
（
編
集
委
員
長　

北
垣
裕
次
）

編

集

後

記
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前号でも紹介しましたが、本年度
日高町の吉岡亮さんのご協力

で、八代オクラを農業委員会でも栽培し
採種しました。
　多くの市民の方も気軽に栽培し食べら
れるような地域に根差した地場農産物に
なることを願い、
希望があった53件
の皆様に種をお渡
ししました。
　また、豊岡の農

業を推進されている但馬県民局豊岡農業改良普及センター、Ｊ
Ａたじま豊岡営農生活センター、同日高営農生活センターなど

に採種した種を持
参し、栽培拡大を
お願いしました。

早速、ＪＡたじま日高営農生活センター長から、「学校
給食の食材として　提供できるよう農家の皆さんに協力
をお願いします。」と、快く対応していただきました。
　作りやすく、栄養価も高い、おいしい八代オクラが、豊岡
市の特産農産物になればありがたいと、大いに期待しています。

日高営農生活センター 長谷川センター長にお願いし
ました。

農業委員会だより第36号は私たちが担当
しました

伝統野菜 新たな展開へ八代オクラ

豊岡営農生活センター 水島次長に受け取っていただ
きました。

豊岡農業改良普及センター 羽渕所長にお願いし
ました。

潮騒と松風につつまれた
� 心やすらぐ海辺の宿


